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緑　　ヰ

　　京都大学に仁〔る・会計検査ハにめ延レビ延レビとなっていτこ振興

食辱員会の率6圃給食が5月i．高1」記1ク〕通1岡雇ごハこ邊昨耳友

実現を現すに終一（水族館⑦李将内攻率計画と本手友は鋭意真体

化して、喬奪勇を始一闡蜉wの主等剛柔者と含めて建築蚕貫．令を組

織すると某1こノ　その原案炸戎，建築教計を完了と同時に党コニを早

あようとの積極．案いいてノ維抄律上活溌に議せけ、翌日そ
の内掴吉廷を4千っ仁自　な工；当日ネζ了時より『…≡ヨ薬毒圭列咳瓦にて宝耳べ勇を

曾め’同懇談会曾ト楽しく時．を過ゴ、lO時過ざ散会〕（。

　　5〔1日付で，一昨年反C一べ昨耳友の研究奨学舎膏頓者原田裏

司修士（京大）グ博灼館フ〕研苑員として拝同され1こ。

　　5月1o日，．本水族館よりラ大の桶地をしに神戸市士須癌水挟

館⑦開館式に一　本水族館を代泰して宮地食長及び原田研充員が可
膚し．1こ昔、

　　先般斬説一いニニ段タービンポンプ拭勤八戸（朽、10日納入その

橘李重コニ業KKよ・り掛買択宋睦しk．試勤の結剥ま哀好の模様で

ある。叉同タは・菅の行衆を梼温雫で値し．ノ拡貫一同一ラ白り嗣と架しんチご二

　　時岡．等則寺米国又クリップス海洋学研究所及〃ワシントン国立

碑杓館で1年半の留学研克を終七で，5月19略串帰・白塙21日そ

の労をねざらフて擬理会を俸し1こ。
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　　本年友の研苑芙洋・金受緒希望．者は着駕払と思われ†こがノ今戸い1

宮1て京都大学穴学院｝里学研克寺斗修士課程1醐空高松史郎落（動プノ幻

空理学及生悠学率汝）を率2由受領清と夫定1た、陥グ所え課題

は海産娃貼の一生活鳩折と食性。と題十る毛ので、海産稚舶の生産地と、

して巣下に外れ打聴紳坪を・主村秀として、ケ後1字間戸女圭元

9協力を得て研究松岡4言されるほずで二ある止　これが手（’め阿看は22日

始めて剛系方面に連綿⑦す（め未祈！†（ウ奨学全1よ同石の経清孝栖を

考慮して月頃8，O・・円と定められ1・。

　　24．25⑦西臼、宮地索長及〃時間尋買は全目1店海実舜所長会斌

に式序〕1一

v　　　　　　　　y

v v

v
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十ろ一田委員総督記抹

時日：昭和32年5・層1日9時、15時
鳩所1京都大学瀬戸幅海実聴戸楠研会議室

公序老：宮地呉長、嗣等翼ノ粛等買ノ塚本寄員、

　　　　内海季員ノ山路等員，布施肇翼，岩城蟻率ノ

　　　　空期監事　　　　　　jゾ」二　9名

　　　　（燐琵・肺岡季買ノ本田匿事欠弗）

言己

1．議長送虫　折季腎少紹介

2，

3，

4．

5．

イ富地・・宍長謙景に豊典さる、

口．甫玖着斬等員（瀬戸部代表）一同に細作さう，

議事夫定

　　議糧莱つ重ク沃笈。

　経理損害及．仁噌第報一省一

喧㌶筆㌘享冴浮湾蓼船諸宗111；妻ギ賭ごケ

イ．一

ｶ苅歯学・いぼ砂崎間が琵つない⑦て・，忠禾得れi。揖手ギ虹率

　　は早くさてノ稔奇α前日を痘査にあ㍗！1ことを希望ごろ仁

口．岩城益率（干、后去席して痘宣後）ギ明党バス発行の八娼連帯’勢を

　　丁星全・にオ簗算して、1現金4文八として一目叉カ丈うのは不合工里と。つ発二言あり、

　千．耳乗擁立

イ，円侮辱一翼“つ詳液げ説明あり。

　　　　　　　　　　　享有去包｛逆ア支菩費1奨学費金』な’ど）は係理しとし、

　　そ巧従は締常費岡係。ジ室項承認。

　　・予算宰に村†る石一等勇。1意・是

　　（閑）口卒で杓芭．o1ある研疋所としての実をあげることが望ましい。

　　　ヂプニダ1■・い㌧フLノットを印別す引こして｛宣伝岡ω通俗的1れ

　　　○ゲ・㌢〈，竿杖扱」育」二句恵義サ軍内的甘もハが必要で劣る、

　　　一、†↑逆・判マrこ1∵11，きせ方ラ1一ヒ斌杜奇1こ章孜了るよづな束問面

　　　　　　　　　　　　一1『）一一



　　　（富杜）水中カメ引ユ万能型を望尤ポ〕毛、椅脚朋的が充分県

　　　　せるよう体毛ので柾ければなら加い，

6．　幅時一寺筆計画

　イ．　内二毎春貫よつ詳搾1の淀唄巧り・

　口．幅憲粛肩グ晴工事を中るに？いては一上一郎i．才一笥暗ドレて塞鍵．工事プご

　　　！すは充分にして以心尋がありノ之が散宕†は巾斎藤刺列・似濁

　　　してたくと0、商髭げ長σ）移州予意こ歩〕ろ於’ぎ（あり、

ハー館員の弗」暇に”て1ψ滝脊恥りダペターコートのよづ吋の

　　　はどうカ1と棺砂クイ富地稀よつ都する七舳立場で紗
　　　サし1毛のを相談して宍例れば≒よし㌧　型ほ’定不要に守る必要はな

　　　し1と0〕童完あっノ　ヌタ訂季妻よっ1リ久木テルλようブ手ボ中ターφ利

　　　服（赤の上衣）毛一それはそれとして頭立rてポいが、水族癌と

　　　して水族勅しい麟をエ麦れ1むいとの卸が帥れに
　　　これタに対して嚇辱副埼奇を好ます1平凡てば柚が二話付
　　　しけ（こしのヵべ望ましし1と答えすて、

7一諸施設改善費を事案枚入の々よっ均（政あること

8、

9、

イ．

口．

＊・

　事業成辞の状態机ら金員q承招を得㌃本月より実拒寸ポ

　但しこれに伴なう予碍q部首えばおこ†8わげいことをア派こζ。

諸地技改名・積立金のイ更迭浅定

　諦施教攻箸・～・めの績辻釧岬・柱約800万円にまrでいるので’ノ

　6っ・喋岬ノ判莱レ3案とを棉1げ穴・11く族細改梁を

　促進寸ることに茨建。帥ち約250万円差以rて取買栢含の全部

　（雫訪榊ト人の研究盾の／・榊宿泊言迂備と管理青巧宿昔）を本年

　友叶に完成しノ瓶余金と奉千友巧積立ノ壷を以ってフ1〈板館⑦一毛戸つ

一改築箔工にまで杵寸秒てゆく。

　これ一榊（幻灯桐諌言立ほ．打抜仰課に依頼しノ孫看の実現川ψ

　に「水衣殖改築季貫先，を早急に幸誠することとす衛葭

定員の増加

　伝幼嬉に研究員i眉増一再来

　水旅館に経理．事務員I角増一

　　婚萄することに異議はないべ，仕事ω内蒼及。l・雄々にっいU‡

　　再棟対と要すろむこれにっさ盾尋舅がら縁理嘩務を取狐）噛替

　　純カ⑦ある事務長槍⑦人をのぞ一も’毛のノ酒末崩予としてまず（佳

　脱剃：付き挿八
　6項帥／帥特諦は居伸博幸至郎フ／／では榊帷撃寸る軸銚、全項承認帆

　　　　　　　　　　　　　　一いO〕㌧



　　　　灼採集1し義水る位q岩し1人を仰ぞ■むという意見もあつてノ暮とま

　　　　らす！。結筍ノ肺朋をみてノ公募しノペ柄、住居⑦安定、枝陸寄を

　　　　芳志1て探巾ることに守る。

lO亜支墓塑訂
　　　一昨可制凄さ生現走によれば月顧5000円であるが二その後の拘佃

　　　事情と応募者の鯖事情れ考慮し、大体肝…t8・◎・円
　　　0）程一皮で支給することに決定。

ll．偉物縮活動⑦．ナ（めの実施一行孝

　イ　アクアラング城衛講習宍を午夏用俵する。当地方の文化促進と知識1

　　　の普及を目的として行なうのでソポスター或は漢協著に蓮緒！て餐

　　　集する。

口塑翌iざ堺て榊れけ1酬族嬉伝
　　　幼餓幻席上擬細川く毛ので、汁画ヵ唄件イビして交渉切川辛1

　　　本会として｛応分の協力は借．納出

　ハ　その仕す香物館活軸にっし1てば番所山動植物園ドニし碍ひ・かけて、圭吐方

　　　文化ひに切稜粒来を講す’るようにしたレに

　　　観光券の支秤1｛契約上岳月2則（分1丁て行なわ糺・毎月100万円程

　　　友であった0）が1一前i手反のオえ講の麦カ日カベ両って、今月は’一歳に300

　　　万円安押わ一れk。こ出蛸未｛柿続サるようにノ晦提ま最にし、毎

　　　同斌く朋光側に交渉する圭撃する。これよっ地に有効と思われる績

　　　極的宮宰け出†8ハつk．

現〒王は考量芽勿園と⑦岡に遵1帯季ミ約崎で5ている刀㌧重力勅園とはしてい

ないポし挑し・孝実上は動物剛吉植物園9中1一こ皆められるのでノ先方

走へら甲虫さえあ出書㌧勤檀物園として連．称する限りでほ契約“上力、

ら大ミは同題と1まば／］得京レ1亀

姐しそつ場合は“植物臥を“勤植物園、と書3ハ主ノ叉料金も

40円を7σ円に書きかえる／む撃カボある白

そ華場合ノ出札の予教が更にふ老ノ観客に抱きあわせを強制す争こ

とになり、現在の窓員及ぴシ又テAでは枝街的に国鮭である0）て二

之の同題董は苧稼毛っと石可究寸るノど蓼があ一多。
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14．町当一者及び観光脇到こ村立る要望

　イ、水道は8月頃完成の星込みであるとのこと．

　ロー公労便所の言継は吸振りノ掃除、敷地等でどこで宅間題に律って

　　　いる0）でソ　禺丁と　しての着王手は今のどこ　う夏込．みが’な〕由

　八，実騎打前ヘモーターフしルを設置することばノ財として毛予定し

　　　てレ｝由。

15車遡　　　内海牽稀等員より就任カ惰期にわたる（昭和29年5月以木川

　　　と緯球上の同題を理由に辞任の中出でありノ｝同了承ノ次期係倶

　　　は蹄岡挙国力帰朝を待って実簾所寄貢で相談して夫這す台。

16．茎a佳

　　　宮地索長よりDr・A．C．H卯λy洲分秩禾目する予定で、その跨の

　　　岡両抹行詩を振興会で髪け持ってほしし1と⑦等望あっ、そ0っ必琴

　　　あれはツ事待費がら支拭することにする。

　　　岩城等員より町当肴の紹↑による観光着にけλ埼粁q規定によら

　　　寸’Lてノイ更宣を書十ってほしいとの等望ありノ　了承寸る。

v
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業碕概況
◎　δ［の入場老教

区　分
水族重官発売宴文 日月比バ’入替’た劣

卒F■。分合 累、　　書十　ヰ．月分言十

六　人 995σ 一23898　2113ヲ

小　人 2ア6 2　　176
団　外 21055 39595
合言十 31281 5322　21315

書L地47列631089
925　45221055
841　52596

黒料入燭老 」O

翠二辻一

η引4
・2　54
39595
1μ1ろ3
608

団’

ﾌj一揖　23ろ紬学生

◎　5月の中’栄校入

　観覧・券売」二金・…

　予分捕・立金利子・，。一一一

　稚　枚　入・一

　　966ろ39・…

・・… @　27，○oo…・

……… @　　　5oO・…

々袖、　計

　（今キ底’買言十）

・・ Q，l04．l02

　2071000

　　　540

2η組

　　　　計・…

◎5円の支出
　　水族館経詩

9ヲ4，139・… 2、砂1／642

賞　　El 登　　穎 累　　計 ・侍　　　予

人　杵・費 ろ9，336 13289ア
会議費’ 4953δ 4ハ3δ ゴ原典会き発会牙阯重叫
一儲畠静 一 460」○

消　舛費 9635 18525
事業宵 ／2570 118ろ45

維持賞 2310 403帖
英ノ他諸通費 一29 3482
緒　立金 19．5γ37 425639
A　　　ま 1、「37ら 824021

麹酋　　目 登　　頚 緊　言十一 備　　　老
奨学舎 ・ 5，ooo
備一資 88965一 曾8965 米

消耗費 6CO OO
盾・　討 89565 4565

×　1．キャノニュニノーぐ一サルファ・インタ㌧e七。，※　1．キャノンユ・ニバーサルファインダ㌧e七。

　皇D1sω閑ドyRep0Tt他
　　　　　　〔3）一一一



†事切棺維勇
一

遂 日 虚・　」煩 軍1 ．言†
D］．一。

乃
1820○　⊥

2．弓つGつ桝・費
ｹ一 y一

止■o

備 2／62㍉ 24623つ
・泉

＝一 一、芋宰・賞 〈一27（ 627（つ

16” 1，600侵含 詳一≡野
@　｝十　　11！

2723C○ 277300
＊　1．十†子及ひリた‡事旨

　　2．ロー・テ／フし・・ソクヌ、一にニライマ1／1ン

幅貯琴

支出合計

　水疾棺緯資・・

　実蕨所経費一・・

博物戯至・貫・・

煽蹄　費…

4ほ、375…

　89－565…

272，30（）…

　5δ一420一・

（令昇・六一系玄ナ）

824。σ21

　94．565

271ア500
　59．μ（〕

◎

計… δ536わ。・

5r木理任商
　前回がら②線砥・・

今日。）牧人合言†・・一

合〔9支出合計・・

ぼ55δ26一　　　　　　’　　　　日

3，271，4→つ

　994，1．39

　833，66o
現　夜 宮ド 3メ31，ヲ28

◎前キ夜と吻比彰ミ

入湯竜徴

売上金
逐試金

1956
4ラ582
9Cr6．9σ

5？1612

円57
52’596

ワ66639
833ろ60

摘　　斌
十　　　3014
中　　649刈
÷　　242043

山（1イ〕一



水族館記幸

◎　昨寺8円9日に入れたオオセカx4，5円中K相次いで9匹の仔（年月
　　2δ目3匹ノ1日2匹，9日2匹，一20日1匹，3σ日1匹）ξ産んす∴

　　水椙内て・生れること1訂珍しいqでノ館員ヵV夜昼襯秦を続けてい告。

　　士杜州予1通帥シッとしで動力・す衣に年ると藍ル1乙名勤しノ｝コ

　　等差丸呑斗寸州ぞ枕の毛＝州とら1ゴい。

◎　2日エ皿1匹ノ皿」匹死亡
◎　7日ウマツラハ平2匹入棺、須廃水根絶べ勺州1百州マヅコ6匹を入

　　れる。

◎　　タカアシが＝0つ最循の1匹（♀）村15日死亡し†こ。甲赦突⑦福対穴

　　吾を着好宛してしrる八・リー大1学⑦Dr．R，Lσvσし〔αドλ0所望によワ、

　　そ⑦金失を固一定して、坦留ることにし芦こ、

◎　　1ヲ日スス“キ1匹π亡

◎　23日カスサメに死亡。

◎　28日アオリイカ⑦卵嚢をへ槽由

◎29口4匹ノ3σ日旺とト子サ〆川予べ生れに小ノ岡い∫く親子羊
　　死亡。

（）　3（）日ノコキ’’リガ㌔サ’さ1匹ノj：1匹入メ着・

博杓姑吉己幸

◎一合胃より博物嬉g一冊炎室⑭整備・修理に溝芋する一一軒究円机ノ標李

　　棚を修理サると共にノ応接普及ひ一ネコス杓子2脚を備之つ1ユる。

・◎　ほ日長さ60c汎に勿まる巨大守示．色⑦笑し一しiヤマトメIlぺ伏絹不知

　　の秦夫によって柿られノ寄宿をろ1’汀こ12でノ早速1カラー7イルAに庶

　　っfこ循ノ沢渇標・中として展示㌻る、

◎　　げ左。珍しい（づIデソジャノ　こシキウミウシ②よろ‡r美Lし1ウミウシ

　　毛細姓引網て’採れk勿でノ飼育猿ノ死亡し淀個停を樗率として保

　　行寸る。
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寅　科

◎5円ク気象

晴天日号吏　1δ）

気

水

一比

温（び，）

毒（o

重

4
14，8㌔2c．c1
1718

　　1㌻γ

22．1㌧25，1
24，2

16．5～・21．9

18．2～一2o，2

　　円．1
一．．

I主∵丞2一
24．4

下　　　　句

」9－or＿一21．4

　20，4
19．1へ一22，0

　20．○

1箏∵嚇
未訪録

5〔ア員　須蒔木族館⑦喫野担主肋式、神戸交通膏綱友課⑦森針夫一

　　氏州O臼。椚節穴にギ5えマ要美篶腫に晃之1こ1η・、タイマ

　　イ、アカウミ力ソノフエノエビスタ’ノ等19種】7㌣71・1・一衣

　　を護表LTこ。

昭和こミ1εキ6層5日　　　〔N〇一5ア）
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